第３号議案：２０２０年度事業方針（案）
基本理念「この地球に住むすべての人々が人間として尊重され、自立し、良い環境の中で平和に暮らして行けることを願っています。」
　基本理念に基づき、今のアーシアンが担える役割と意義を確認しながら事業をすすめていきます。
Ⅰ．交流支援事業
パキスタン、ラオスへの支援を進めます。
1） パキスタン
・女生徒たちが安全で自由に過ごせる場所、自分の将来の選択肢を増やすことができるような場所となるよう、縫製科の運営費を支援します。
・現地との情報交換につとめ、より理解を深めていきます。

２）ラオス
「サワンナケート県農村部住民による自然資源の管理・利用支援プロジェクト」（JVC）支援
・ＪＶＣのラオスプロジェクトを支援します。
・国際協力カレンダーの販売に取り組み、収益をラオスプロジェクトの支援金とします。
・ＪＶＣとの情報交換につとめ、支援の意義を多くの人に伝えていきます。

3） その他
・交流支援事業に取り組んでいる他団体との情報共有につとめます。
Ⅱ．販売事業

１）アーシアンショップ柏

途上国の文化や生活を伝えフェアトレードを広める活動に取り組みます。地域に開かれ、多くの人が交流するフェアトレードショップとして運営継続します。
１．取り扱い製品
・昨年に引き続きヘナの新規客層にアピールできるキャンペーンを行います。その他重点品目としてオーガニックコットン製品やオーガニックコスメの販促を目指します。新しい取引先の開拓を積極的に行い、多くのフェアトレード品を紹介します。
２．ショップイベント
・店舗主催のイベントを行いアーシアンの活動を多くの人に知らせます。その1つとして「街ゼミ」への参加を検討します。
３．キャンペーン・募金
・千葉カタログの売り上げの1％をアルカイールアカデミー縫製科へ寄付する取り組み及びアレッポ石鹼キャンペーンとシリア難民への店頭募金を継続します。またアーシアン入会キャンペーンを引き続き行います。
４．生活クラブ関連
・生活クラブ千葉カタログへの掲載を引き続き行い、デポー展示会は年間10回程度実施します。
５．関連団体、地域とのつながり
・生活クラブ柏ブロックと協力し、店舗数の減少が続くウェルシティビル全体の活性化を目指します。
・柏市・我孫子市の市民活動イベントや大学祭へ例年通り参加します。また若い世代の集まる新たなイベントへの参加を検討し、生活クラブ関連団体への出展やアーシアンBOXを増やします。
・ＪＦＳＡのカルハナ事業に協力し、アルカイールアカデミー縫製工房の製品の販路になれるよう検討します。
６．広報
・ショップリーフ「アーシアンの風」を発行する他、時代に合わせた広報手段として、Facebook以外にもSNSを活用していきます。
・地域情報誌への定期的な記事掲載を働きかけ、地域以外の媒体にも取り上げてもらえるよう計画的な情宣に力を入れます。
７．店舗運営
・店舗の安定的な運営を目指し、スタッフのスキルアップと業務分担をさらに進めます。 
・スタッフ研修として、商品だけでなく多角的な研修を行います。   
２）アーシアンちば

交流支援事業としてのフェアトレード品の販売を進めます。より多くの人にフェアトレードの意義を伝えます。

１．アルカイールアカデミー
・アルカイールアカデミーの縫製工房と協働した商品の開発・販売を引き続き進めます。
　工房の実情に合った連携の仕方を目指して、商品の選択・依頼を行います。工房が働く場として学校で学ぶ生徒たちの選択肢の一つになるような協働を行います。
２．生活クラブ
・生活クラブ関連では、センター・デポー出展、デポーでのヘナ・食品販売、デポーカタログ販売、千葉カタログでの販売を引き続き行います。カタログ紙面だけでは伝わりづらいアーシアンの活動や目指しているもの、生産国の情報などを対面販売や商品につけるリーフレットで積極的にアピールします。
３．ＢＯＸ・地域
・ＢＯＸや地域でのイベントに参加し、より多くの方にフェアトレードやアーシアンの活動を伝え、世界情勢に興味を持ってもらえるよう努めます。
４．外部学習会
・外部の展示会や学習会に参加し、知識を深め、学んだことを多くの人に伝えます。
５．キャンペーン
・「給食応援キャンペーン」と「アレッポの石鹸キャンペーン」は引き続き行います。
Ⅲ．啓発・広報事業
常に自らが学ぶことにより、多くの人に活動の意義を伝えられるよう事業を進めていきます。
１）啓発
・交流支援、販売事業を通して学び、活動の大切さを伝えます。
・より多くの人に活動内容を伝えられる場として、また情報交換の場として、外部イベントに積極的に参加していきます。
・生活クラブ「コミュニケーション広場」の出前講座は継続し、活動を伝えます。
２）広報

より分かりやすい広報を目指します。
・レターは年3回発行の予定です。会員との大切なパイプとして紙面の充実を図ります。
・コルザへの掲載は引き続き取り組み、活動への参加、協力を呼びかけます。
・ホームページ、フェイスブック、カンパンブログ等は継続していきます。
・現行のアーシアンリーフレットの内容を見直し、現在の活動に見合ったリニューアルを
検討します。
Ⅳ．関連団体との協力
関連団体との協力により、事業を円滑に進めます。
・生活クラブ及び、生活クラブ千葉グループと連携し情報交換に努めます。
・ＪＦＳＡ、ＪＶＣと協力して事業を進めていきます。
Ⅴ.　組織運営
アーシアンが安定的に運営され、理念の実現を目指せる組織作りを行います。
1）理事会の開催と運営委員会、事業ミーティング
・理事会は外部からの視点を含め多角的・長期的に活動状況を検証し、ＮＰＯとしての理念を元に課題への対処や事業の方向性を話し合います。
・運営委員会は事業担当者の集まりとし、各事業の短期的な活動報告や課題解決を目指します。
・各事業では必要に応じてスタッフによるミーティングを持ちます。
2）会員拡大と仲間づくり
・各事業の活動の中でアーシアンの理念を伝え会員拡大に取り組みます。
・団体会員の増加を目指します。
・入会へのステップとして募金箱を設置し、アーシアンの活動へ寄付の呼びかけを行います。
・活動を支えるスタッフを増やすと同時に、来期の運営を担う理事候補となる人材を探し育てられるよう尽力します。
3）その他
・活動の質を高めるために外部研修に参加します。
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